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間 17γ 線のビル ドアップに関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A 吸収体中のコンプトン散乱が主として寄与する。
B 吸収体の線減弱係数が大きいほど小さい。
C 吸収体が厚いほど大きい。

D γ線のフルエンス率が高いほど大きい。
l Aと B OAと C  3 Aと D  4 Bと c  5 Bと D

間 19次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。

A 光電子のエネルギーは,入射光子エネルギーに比例しない。

B 照射線量は,光子が空気と相互作用する場合のみ定義される。

C 光電効果の断面積は,入射光子エネルギーとともに常に増大する。

D コンプトン電子のエネルギーは,入射光子のエネルギーと同じになる場合がある。

l  ABCの み
  oABの

み   3 ADの み   4 CDの み   5 BCDの
そ

間 21 コンプ トン散乱に対する線減弱係数 μを表わす式 として正 しいものは,次のうちどれか。
ただ し,物質の原子番号 を乙 原子量 をA,密度をρ,電子当たりの散乱断面積をμ,ァ ボガ ドロ定数を
IAと する。

l μ=ナ洗 2μ=ナ + 3μ =μρ先 4μモ争 Oμ=″千

間 18角度 60度でコンプトン散乱した結果生じた散舌
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ギーとが等 しかった。この場合,入射光子のエネルギー (MIQ3 2Q5 307 o■o 5■ 2


